ＮＰＯ法人メンターネット第９回社員総会議事録
１　日　時　２０１２年８月１１日（土）１６：００～１７：３０
２　場所：岡山市北区奉還町二丁目2番1号　岡山国際交流センター６階
　岡山県国際団体協議会・会議室
３　社員総数及び出席者数　総数２２名、出席１６名（内書面評決者数７名）

４　審議事項

（1） 議長選任の件
（2） 議事録署名人選任の件

（3） 第8期事業報告承認の件

（4） 第8期決算承認及び監査報告の件

（5） 第9期事業計画承認の件

（6） 第9期予算承認の件

（7） 定款変更承認の件

（8） 役員改選（理事・監事）について

５　議事の経過の概要及び議決の結果

（1） 議長に岡崎博之が満場一致で選出された。

（2） 議長より議事録記名人として松田葉子、清水由佳を選出したいとの提案があり、承認された。
（3） 議長・岡崎博之より、別紙第8期事業報告承認の件の提案があり、審議の結果、満場一致で可決された。

（4） 議長・岡崎博之より、別紙第8期決算承認及び監査報告承認の件の提案があり、審議の結果、満場一致で可決された。

（5） 議長・岡崎博之より、別紙第９期事業計画承認の件の提案があり、審議の結果、満場一致で可決された。

（6） 議長・岡崎博之より、別紙第９期予算承認の件の提案があり、審議の結果、満場一致で可決された。
（7） 議長・岡崎博之より、定款変更承認の件の提案があり、審議の結果、満場一致で可決された。
（8） 議長・岡崎博之より、役員改選（理事・監事）の件の提案があり、審議の結果、満場一致で可決された。
<別紙>

５（３）第８期事業（2011,7,1~2012,6,30）報告承認の件
1） 岡山県の地域の状況

　「リーマンショック」といわれた２００８年秋からの世界同時不況に加えたユーロの経済危機や2011年3月11日におきた未曽有の東日本大震災及び原発事故を契機に地域経済は大きな影響を受け、雇用・景気回復は低迷している。

東日本大震災被災者支援の活動については、政府・行政へ「被災地の留学生や技能実習生の岡山の所属機関への転籍など」を要望してきたが、具体的活動はできませんでした。

日本人と同様に岡山在住の外国人も仕事や生活の問題を抱えながら、一部は母国に帰国する人もでていますが、大多数は日本にとどまっている。

円高・デフレ・国内消費の減少は主として中小企業をクライアントとする「士業」やＩＣＴ・ＳＯＨＯ会員にとっても会社・事務所経営はここ数年一層の厳しさを増している。
　岡山県下の在住外国人は２０１０年１２月末現在、２２，３９４人（県人口の１．１５％）で前年に比べ７５１人減少した。これは、前前年の23,378人と比較して2年連続の減少となった。

国別では中国が１０，０８２人（４５％）と最多数となる一方、韓国・朝鮮・６，５６５人（２９％）、フィリピン・１，４５８人（７％）、ブラジル・１，３４７人（６％）、ベトナム・６４７人（３％）、インドネシア・４６６人（２％）、アメリカ・３２２人（１％）となっている。ブラジルは2006年の2,106人より３６％減少している。
在留資格別では永住が３，４０７人（１５．２％、前年比＋２７６人）と増加したものの、技能実習（特定活動・研修含む）が５，００５人（２２．３％、約△４００人）、留学が３，３６２人（１５％、前年比△２６０人）、特別永住者５，６６３人（２５．３％、前年比△１８４人）と減少している。
　●資料　「岡山県における在住外国人の状況」（岡山県国際課）２０１０年１２月現在
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
2） 事業の成果と教訓
1 「創縁社会」づくりプロジェクト

　　　　前年度より「交通事故で精神障害者となり無縁となった中国人女性」の支援を契機に「創縁社会」づくりプロジェクトの名称で個別支援を行ってきた。
　　　　日本人も失業・貧困・離婚・障がい者・孤独死などの問題があるが、外国人はそれに加えて在留資格（ビザ）の問題が存在する。

　　　　2012年7月9日から施行された「新しい在留管理制度」に関連し、年に数件は個別の相談・支援が必要とされる事例が予想される。
＊日常的な在住外国人とその関係者の相談は約１２０件であった。

2 外国人就労・起業支援

留学生の岡山の企業への就職（平成２２年・５９人・前年比△１５人）は厳しい雇用環境の中で前年に引き続き約１０名の入管の就労資格変更許可を得ることができた。しかし、平成２３年3月卒業は皆無であった。「しんきん合同ビジネス交流会」などで大学との交流を図り、「（日本人学生の）日本企業への就職ガイダンス」などへの留学生の参加について労働局や主催団体へ申入れを行った。
平成24年3月卒業の留学生の地元企業への就労許可は５件の成果があった。

なお、卒業後の就活・起業の相談が数件あった。しかし、大学等が留学生の就活のための推薦状を絞り込んでいることもあり、就活のための特定活動は、あまり活用されていない。留学生の卒業直後の創業・「投資経営」は、入管の要件もあり、難しいようだ。平成22年度に支援してきた日系ブラジル人からの就労相談も数件あった。
3 多文化共生ネットワーク

　各種「多文化共生会議」などへの出席は、「岡山市多文化共生推進ネットワーク
会議」、「岡山県多文化共生連絡会議」「JIAM多文化共生マネージャー・スキルアップ研修」などが開催され出席した。
「新しい公共事業」の助成金申請なども検討したが、成果は得られなかった。
＊第8期事業報告は出席者全員の賛成で承認された。

５（４）第８期決算承認及び監査報告の件

· 第８期決算は８月１１日の第１回理事会において監査報告がなされ出席者全員の賛成で承認された。
· 活動決算については、今期は助成金などが得られなかったので前期より半減した。

今期剰余金が約△20万円であったので次期繰り越し剰余金（自己資本）は約20万円となった。

＊会員、会費納入について　２６人＋新入会２人―退会６人＝２２人
（２０１２年８月１１日現在）　　　１９人入金、　３人＋退会者６人未納　
　
　　●資料　第８期決算報告書及び監査報告書　　　　　　　　
＊第8期決算及び監査報告がなされ出席者全員の賛成で承認された。

５（５）第９期事業計画承認の件
①　新しい絆を創りだす「創縁社会プロジェクト」を推進する。
· 外国人相談件数・年間１５０件以上とする。
　元来、日本に在留する外国人は、最初には地縁・血縁もなく一人で来日する場合がほとんどである。留学や結婚、就労と多様なケースがあるが、少しずつ日本語を習得しながら、地域や所属機関などで新しい絆をつくり地域に定住していく。

しかし、中には 、交通事故・病気・離婚・失業・災害などで安定した生活基盤を失い「無縁」となる人も出てくる。その上、（永住者・定住者を除く）外国籍市民の場合は日本での在留資格を失い母国に帰らざるを得ない人もでてくる。

それらの相談事業を通じて在住外国人の問題を個別に具体的に対応していき、新しい絆を創りだす「創縁社会」づくりプロジェクト（独自の造語）の事業も重要である。
②外国人就労・起業支援
引き続き留学生の就労支援や外国人の起業支援の活動にとりくんでいく。

大学・専門学校に留学生のキャリア開発、インターンシップ、就活・起業活動の「特定活動」変更許可申請などの重要性を訴えていく。
起業支援については「投資・経営」「企業内転勤」の在留資格を重視する。
技能実習生への法的保護情報講習も２年間、A協同組合を毎月行ってきたが、引き続き当NPO法人の事業としていく。
③動画システム・Genseeの活用
　　　　＊２０１０年１１月、日本財団・カンパンブログを立ち上げる。

　　　　http://blog.canpan.info/mentor/ 

＊システムプロダクトなどと協働してＮＰＯ／ＮＧＯの分野で普及させる。
　 　　　「改定入管法」「技能実習制度・法的保護情報講習」「留学生の就労支援」など
　　　　＊カンパンブログからの寄附金システムを実行する。

　　　　④産官学・ＮＧＯとの連携を継続させる。
＊岡山市など行政や経済界、他のＮＧＯ/NPOとの連携を強め、就労や起業支援や個別支援をしていく。岡山市多文化共生推進ネッワーク会議へ引き続き参加する。
　
＊第9期事業計画は出席者全員の賛成で承認された。

５（６）　　第９期（２０１２年７月１日～２０１３年６月３０日）
予算承認の件

· 別紙・第９- 5 -期の活動予算について。
●２０１２年度活動予算書　　　　　　　　　　　　　　　
＊８月末までに変更登記をおこない９月末までに岡山市に報告する。（役員変更、事業報告）
＊第9期事業予算は出席者全員の賛成で承認された。

５（７）定款の変更承認の件　　　　　　　　　
　変更した項目　①事務所の住所
　　　　　　　（旧住所）岡山市北区西古松2-26-22 BIOオフィス1061

　　　　　　　 （新住所）岡山市中区浜604‐3 ﾄﾗｽﾄ井上ﾋﾞﾙ2F　BIO原尾島オフィスB-7
②ＮＰＯ法改正に伴う変更（別紙・「変更する条文」のとおり）
③入会金及び年会費の変更　
　　　　　　　　正会員　：入会金　3千円　　　　　年会費　6千円→3千円
　　　　　　　　　賛助会員 ：入会金　3千円→0円　　年会費1万2千円→3千円
　　　　　　　　　特別会員 ：入会金　0円　　　　　　年会費　0円

　　　　　　　　　準会員→削除

５（８）役員改選（理事・監事）について

6月11日の拡大理事会にて、以下の方々を推薦し、総会にて出席者全員の賛成で承認された。

理事：卜部幸子、岡崎博之、谷山源、津下勝年、富阪幸子、松田葉子（以上、再任）
/監事：下浦政昭、坂本康久（以上、再任）
新任理事：田頭健司
退任理事：加藤裕司、小橋倫太郎、山本圭介、河部克己、澤根哲郎、川本淳
　　　　　　　（敬称略）
以上、この議事録が正確であることを証します。
　

2012年8月11日
　議　　　　　長　　　　　　岡崎　博之

議事録書名人　　　　　　　松田　葉子　

同　　　　　　　　　　　清水　由佳
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